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1978年5月3日　広島県出身
身長：170cm　体重：66kg 

世界大会において、トラック種目で日本人初となる2つのメダルを獲得した陸上選手。
10台のハードルを超えていくこの種目は、ハードル間を少ない歩数で走る選手が有利であり、世界トップクラスの選手の大半が、前半13歩でハードル間を駆け抜ける。当然身長の大きい選手が有利である中、テクニックに加え優れた調整力を持つ為末も13歩で走り、170cmと決して恵まれているとはいえない体躯ながら、世界の強豪と対等の

戦いを展開する。侍ハードラー”の異名を持つ。

2001年のエドモントン世界選手権において、男子400mハードル日本人初の銅メダルを獲得。 短距離・トラック種目では五輪・世界陸上通じて「初のメダリスト」に。
2003年に大阪ガスを退社し、より厳しい環境を求め、「プロ陸上選手」となる。
2005年ヘルシンキ世界選手権にて、再び銅メダルを獲得。トラック種目で2つのメダル獲得は日本人初。
金メダル獲得を目指し、06年シーズンはハードルを封印するという前代未聞の戦略をとり、100m・200mでは自己新記録を更新。
2008年北京五輪後は、その進退に注目が集まったが、「ボロボロになっても行けるところまで行ってみようと決断した」と、現役続行を発表。
2009年からは拠点を米・サンディエゴに移し、2012年のロンドンオリンピックに向けて再スタートを切った。 









